
インパクト創出につながる
アウトカムを予測する
― ディープテックイノベーション機能を強化するための 
新たなロジックモデルとその使い方―



目次
はじめに 3

01  社会変革を可視化する際の課題 4

02  ロジックモデルの可能性を追求する 7

03  一般化された概念としてのロジックモデル 12

おわりに 13



3
インパクト創出につながるアウトカムを予測する
―ディープテックイノベーション機能を強化するための新たなロジックモデルとその使い方― PwC

さまざまな地球規模の課題に加え、米中対立を軸とした大国間競争の激化、ロシア・ウクライナ
戦争や中東情勢の混乱の長期化、および資源・技術を巡る地経学的分断により、経済社会の未来
予測はますます困難になっています。

各国政府は、重要技術領域における研究開発への投資を強化し、特に、ディープテックによるイ
ノベーションへの期待を強めています。ディープテックとは、アカデミア（大学や研究機関など）に
おける基礎研究上の重要なブレークスルーに根差した高度な技術を指し、その社会実装にあたっ
てはビジネスモデルのみならず産業構造そのものまでを変える可能性を秘めています。しかしな
がらディープテックは、多くの場合、技術熟成度が低く、実験段階にあり、実現可能性と有効性を継
続的に検討するために長期的な投資を必要とします。そのため、ディープテックによる社会変革の
予測は極めて困難とされています。

近年、ディープテックイノベーションを加速させる方法の一つとして、ベンチャークライアントモ
デル（VCM）が提案されています1。これは、大企業などの事業会社が有望なディープテックをその
保有者たるスタートアップなどから調達・購買し、自社が直面する新規事業開発やビジネスモデル
の転換などに関わる課題を迅速に解決するオープンイノベーション手法です。VCMはまた、ディー
プテックスタートアップ側に初期顧客とサプライチェーンへの接続機会を提供し、スタートアップ
の成長を促すことで、経済社会全体の活性化にも繋がる重要なアプローチでもあります。

VCMのような新たなイノベーションアプローチは、アカデミアの研究者やディープテックスター
トアップとの研究開発において、事業会社に、これまでよりも明確な方向性の提示とリーダーシッ
プの発揮を求めています。そのため事業会社は、ディープテックを用いて実現し得る価値創造と社
会変革のストーリーを可視化し、事業戦略と紐づけたプロジェクトパッケージを生成する必要が
あるのです。

ディープテックイノベーションによる新たな価値創造の実現を見据えたとき、テクノロジーによ
る社会変革を予測するために効果的な方法は何か。本稿では、2025年度にPwCが研究開発法
人や事業会社などに提供したサービスを通じて研究・開発した新しいロジックモデルについて、そ
の開発および高度化の思考過程を紹介するとともに、ディープテックオープンイノベーションを円
滑に進めるために求められる思考転換を提案します。

はじめに

1  PwCコンサルティング合同会社「ベンチャークライアント成功の鍵」 
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/venture-client.html
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事業会社は通常、中期経営計画を策定し、その中で社会課題の解決や将来的な提供価値を中

心に据えたビジョンとミッションを掲げます。さらに、ミッションの実現に向けて、既存ビジネスを
整理したうえで、資源の集中的な投入、既存技術の革新、プロセス改善などによる業務改革、新規
ビジネス領域の開拓など取り組みを具体化し、推進します。この時、自社単独では解決が困難な
課題への対応、迅速な新規事業開発、開発コストの削減を図るために、組織内部に加え、組織外
の企業、行政・自治体、大学などと積極的に連携します。そして、アイデアや技術などの資源流入を
促し、異分野融合力により革新的なビジネスを生み出す方法がオープンイノベーションです。

近年、グローバル社会は、よりスピードとインパクトを追求するようになり、企業や投資家は、高度
な先端技術を操るディープテックスタートアップとの破壊的オープンイノベーションに強い期待を
寄せています。しかしながら、ディープテックによるオープンイノベーションが難航することは少なく
ありません。重要な要因の一つであり、特に初期段階でのつまずきポイントとなるのは、�イノベーショ
ンギャップ�上での創造価値に係る合意形成です。イノベーションギャップとは、事業会社における
未来のあるべき姿を実現するための経営戦略の立案（Backcast思考）と、アカデミアやスタートアッ
プが取り組む研究・開発の方向性（Forecast）の間に存在する戦略的乖

かい

離
り

を指します（図表1）。

社会変革を可視化する際の課題

図表1：イノベーションギャップ

出所：PwC作成
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初期のイノベーションモデルは、国家が科学に投資し、そこから生み出された技術がビジネスへ
と不可逆的につながる「リニアモデル」でした。その後、事業会社によるスタートアップや大学への
投資がイノベーション創出を加速する「イノベーションエコシステム」の時代へと移行し、それに伴
い事業会社が探索する技術ターゲットは、成熟度が高い技術から成熟度は低くとも将来大きなイ
ンパクトが見込まれる技術（ディープテック）へと変化しています。そして現在、ディープテックによ
るオープンイノベーションは新たなフェーズへと突入し、科学に対する官民の投下資本の巨大化と、
科学からビジネスに至るまでのスピードの加速が、技術の早期発掘の動きをますます活発化して
います2,3。こうした潮流の中では、事業会社が、イノベーションギャップを埋めるための対話やアクショ
ンをより積極的にリードし、共に創り出す価値について合意することが、ディープテックオープンイ
ノベーションをスムーズに進める鍵となります。しかし、事業会社が、目指す社会課題解決と萌芽
的なディープテックを結びつけ、創造価値を可視化することは容易ではありません。

PwCは、高齢化が一層進展する未来社会を見据え、「労働人口の確保」という社会課題に対し、
「個々人の老化度を検査・計測・コントロールする」ことのできるディープテックが社会実装された
場合を仮定し、人の行動変容を起点とした社会変容ロジックモデルを試行しました（図表2）。

老化度を知ることのできる計測器を手にすることができたら「何をするか」、また「何ができるよ
うになるか」、という問いに対して、PwCのスタッフ55名から得られた回答を、ロジックモデルを使っ
て可視化しました。結果、人は、個としてその行動を「知る、理解する」ことから開始し、状態の「維持・
向上」から「最適化」へと意識を変化させていくことが明らかになりました。また、個のアクションは、
SNSなどのITの普及した社会においてコミュニティに伝播し、そこに新たなビジネスが生み出さ
れていくことも分かりました。新たな発見として、個の意識変化と社会の変化を組み合わせたとこ
ろでは、これまで可視化できていなかった倫理的、法的、社会的な課題を含む、比較的大きな経済
社会インパクトを伴うような行動変容も予測できる可能性が示唆されました。

このようにロジックモデルは、使い方を工夫することによって、技術成熟度が低い新技術が将来
私たちの社会にもたらすであろう変化について、仮説を構築することに役立つ可能性があります。
そして、事業会社は、目指す未来のあるべき姿へ至る道筋を可視化し、自信と具体性をもって、ディー
プテックスタートアップをはじめとするステークホルダーとの合意形成を円滑に推進できるように
なると推察されます。

2  産業構造審議会イノベーション・環境分科会 イノベーション小委員会 
「中間とりまとめ ～『科学とビジネスの近接化』時代のイノベーション政策～」 
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/innovation/pdf/20250417_1.pdf

3  経済産業省 イノベーション・環境局 大学連携推進室 
「『科学とビジネスの近接化』時代のイノベーション政策と大学」 
https://www.mext.go.jp/content/20250618-mxt-sigakugy-000042937_09.pdf
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図表2：行動変容のロジックモデル

出所：PwC作成
※予想される社会課題は、新たな社会課題を含む必要があるので注意が必要です。

状
態
確
認

維
持
・
向
上

最
適
化

個人コミュニティ未来社会像 産業

想定し得るビジネス領域／制度変革
想定し得る社会変革
行動変容の終点

毎日の
体内データ
チェック

老化原因を
知る

内的
要因

外的
要因

身体機能の
老化因子
明確化

健康状態の
内省

老化の進行を
放置した場合の

ワーストシナリオ形成
状態の
放置

老化度を
知る

他の人に
老化度を
知らせたい

他の人の
老化度を
知りたい

老化度の
SNS投稿・
閲覧

老化
データを
他者と比較

同様の
データを持つ人で
コミュニティ形成

パーソナル
データを活用した
ビジネス

予防医療分野の
発展

老化原因の
ビッグデータを
使った研究

個々の老化度に
応じた健康

コンサルティング

精神性維持・
向上のための
アクティビティ

老化による
新リスク発生予測

特化型予防医療促進

将来の健康状態の
予測

カスタマイズした
美容医療プラン

企業における
老化度の検査義務化

多様な
体内データ
の蓄積

老化度の
ISO基準
作成

怪しい
サプリメント
の市場排除

年金支給
期間の
最適化
ルール
メイキング

老化度に応じて
人生を設計できる

社会？

老化度で
社会的信用が
決まる社会？

社会変革

生命保険料の
再考

社会保険料の
見直し

新規老化ビジネス
（仮説）

老化度のゲーム化

老化度に応じた
マネー／ポイント付与

老化度に応じた
各種サービスの割引

老化防止選手権の
実施

こども向け老化教育

新規老化ビジネス
（インセンティブ）

トレーニング
内容の改善

食事改善

飲酒量の自制

喫煙の自制

ライフ
スタイル改善

免疫強化

体力増進

メンタル
ヘルス改善

美容整形なし
で肌年齢維持

健康状態改善

老化度に
応じた
行動選択



7
インパクト創出につながるアウトカムを予測する
―ディープテックイノベーション機能を強化するための新たなロジックモデルとその使い方― PwC

02
ここでは、「ロジックモデルでイノベーションギャップは超えられるのか」という問いに対して、

PwCが統合ロジックモデルを生み出していった思考過程を紹介します。

通常のロジックモデル（ロジックモデルver.1）は、Input（研究シーズ）、Activity（研究開発活動）、
Output（研究開発成果）、Outcome（社会変革）、Impact（社会的インパクト）という一連の5要素
により構成される思考の流れ、全体像を可視化することに重きを置いています（図表3）。ディープテッ
クイノベーションの場合、従来から指摘されてきたように、現在を起点に思考するActivityはやや
詳細化できるものの、長い研究開発の末の社会実装を経て生じるOutcomeは可視化の解像度
が低くなり、飛躍が大きくなります。また社会インパクトも平凡な表現にとどまる傾向がありました。
この状態では、関係者間で共通のビジネスイメージを形成することができません。そこでPwCは、
アウトカムの詳細化に焦点を当て、ロジックモデルの改良に取り組みました。

例えば生成AIによるコード・ドキュメント作成や自動運転技術は、実装された瞬間に明確な社
会変容を伴う比較的大きなインパクトを私たちにもたらしました。したがって、ディープテックによ
る最初の社会的影響は、ディープテックのアウトプットに近接した位置、すなわちOutputと
Outcomeの間で認識されるべきであり、理論的に社会の変調・予兆として早期に発見・予測され
るはずであると考えました。私たちはそうしたドラスティックで、時に多様なアクターと連携した社
会変革型のイノベーションを「トランスフォーマティブイノベーション」と表現します。

ロジックモデルver.2（図表4）は、最初の大きな社会的インパクトを伴うトランスフォーマティブ
イノベーションというイベントを起点として、テクノロジーが他のさまざまなテクノロジーと融合・
進化しながら、未来像に向かって新たなサービスを生み出していく様子を可視化しています。具体
的には、特定のアウトプット（ディープテック）がトランスフォーマティブイノベーションによって「〇〇
を可能にする」という仮説を構築し、デスクトップ調査や専門家へのヒアリングを通じて実現可能
性を確認しつつ、目指す社会課題の解決に至るまでこのプロセスを繰り返しました。アップデート
されたロジックモデルは、技術がサービスに繋がり社会を変えていく様子を可視化することに成
功しました。一方で研究開発の専門家や事業会社からは、最終的に解決される課題が、未来のあ
りたい姿が実現された時に想定されるインパクトから大きく乖離しているのではないかとの違和
感が呈されました。具体的には、ディープテックが、ビジネスモデルの変革や産業構造そのものま
でを変える可能性を秘めているものと定義されているのに対し、ロジックの密度が薄く感じられ、
その原因が課題設定のあり方に起因するのではないかとの仮説的示唆です。

ロジックモデルの可能性を追求する
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ロジックモデルver.3（図表5）では、未来のありたい姿を実現するために解決したい、あるいは
解決すべき社会課題を短期的課題、中期的課題、長期的課題に構造化し、それら課題の間で生じ
る新たなサービスの創出や人の行動変容を、ロジックモデルver.2を作成した時よりも詳細かつ段
階的に構築していきました。新たなロジックモデルでは、近年の経済・社会環境における急速な
DX推進の影響も違和感なく反映され、現在蓄積されつつあるデータがさほど遠くない未来に社
会変容の重要な鍵になること、またそのためには、データの種類、センシング技術、クリーニング技
術、およびデータの高度利用に係る倫理的・社会的課題の検討や法・規制整備の検討を早期に開
始する必要のあることが明確に示唆されました。

本稿ではヘルスケア領域を題材としたロジックモデルを紹介していますが、次世代エネルギー・
グリーントランスフォーメーション（GX）、合成生物学・バイオなど、第7期科学技術・イノベーション
基本計画で位置づけられた「17の新興・基盤技術領域」のほぼ全てに関して、同様の示唆が得ら
れることを確認しています（図表6）。ロジックモデルver.3ではまた、新たなビジネスの種や「老化
概念のパラダイムシフト」といった具体的な社会変容が読み取れるようになりました。その結果、
これまで私たちが遠い未来のインパクトであると信じていた社会変容のいくつかが、比較的早期
に実現される可能性が示唆されました。

図表3：ロジックモデルver.1

出所：PwC作成
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図表4：ロジックモデルver.2

出所：PwC作成
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InputActivityOutput課題Impact未来像 Outcome

思考の方向性

産業界との協創におけるビジネス領域キーワード

環境負荷の
評価

シミュレーション

生分解性
プラスチック配合
基材試作・評価

新規材料配合
基材試作・評価

感染の
早期検知＋AI

低侵襲光学的
手法＋AI

低侵襲バイオ
プシー検査＋AI

低侵襲バイオ
プシー検査＋AI

新規バイオ
マーカー探索

医療・診断薬の
開発効率化

革新的医療
モダリティ

○○診断技術
（新規モダリティ）

○○診断技術
（既存モダリティ）

予兆検知技術

網羅的
検査技術

感染症
検出技術

生分解性
プラスチック配合
医療器具

非侵襲生体
計測検査＋AI

住宅環境

診断技術

検査技術 モビリティ

解析技術

AIデータ活用

離島や過疎地域で
医療にアクセス
できない

社会保険料の
自己負担が
減る

未病の段階で
変調や予兆が
検知・解析される

人手がなくても
成り立つ介護

介護ロボットの
機能性・
パワー向上

高齢者の
自律した生活の
促進・延伸

住環境での
健康促進

自身の老いや
疾患に家の中で
アプローチ

老いや疾患を
家の中で
診断・把握

人がいなくても
成り立つ
医療体制

患者一人
当たりの

対応時間短縮
早期介入の
範囲の拡張

治療費の
負担が減る

脱・医薬
依存社会

品質と
安定的な
生産の両立

？

応用研究
開発費の
増加

AI活用による
専門人材の
補填

AI診断の
正確性向上

希少疾患用
医療機器／
薬の生産

高度医療への
アクセスが
限定されている

医療価格が
適正でない

医療従事者が
不足している

医療アクセスが
病気の希少性に
左右される

薬の供給が
確保されていない

現役世代に
過剰な介護負担が
かかっている

診断精度の
向上

正確な
診断に基づく
薬処方

治療法を
容易に特定
できる

不要な治療の
回避

精度の高い
自己診断支援
ツールなどの誕生

データを
利用した

遠隔診断の実現

検査の
精度向上

自己検査の
実現

検査用ロボット
の高性能化

AI解析技術の
発展

オンライン
診断技術の
拡充

精度の高い
検査を簡単に
低価格で提供

ビッグ
データの
蓄積・活用

医療データ
連携の発展

医師・患者の
高速移動が
可能に

小型・軽量・
省エネ機器の
発展

医療機器などの
高速移動が
可能に

輸送機の
機能性・
パワー増加

バイオ燃料
高速船の発展

多項目検査の
コスト減少
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インパクト創出につながるアウトカムを予測する
―ディープテックイノベーション機能を強化するための新たなロジックモデルとその使い方― PwC

図表5：ロジックモデルver.3

出所：PwC作成

技術シーズ
OutputImpact 長期課題 中期課題 短期課題課題解決Outcome 課題解決Outcome

思考の方向性

産業界との協創におけるビジネス領域キーワード

あ
り
た
い
姿
・
あ
り
た
く
な
い
姿

社
会
構
造
が
最
適
化
さ
れ
た
社
会

医
療
が
向
上
し
た
社
会

バイオマーカーの
発達

検査の正確性を
高める技術

少数の検査で
多数の検査項目を
カバーできる技術

人に代わる
検査・診断
システム

未病に係る
バイオマーカー

の発達

未病段階の特徴的
バイオマーカーの

可視化

バイオセンシング
技術（ウェアラブル

デバイス）

人体との
親和性が高い

義肢・義足など

人体と
神経接続

できる義体

人の活動範囲が
広がる

病後の
モニタリング技術

の高度化

病後合併症の
早期発見

病後
モニタリング
データの蓄積

病後
モニタリング機器
の小型化・効率化

病後モニタリング
機器を搭載した

義体の開発

全身状態の
デジタルツイン

開発

全身状態
シミュレーション

の実現

現在の総合的な
健康状態を

可視化できる

全身データの
AI解析

全身の詳細な
画像診断が

できる

メディカル
デジタルツイン

産業の拡大

全身
データベースの

発展

老化度を
モニタリングする

個々人の
老化度データの

蓄積

老化度の
自動解析（AI）

自身の老いや
疾患に家の中で

アプローチ

老いや疾患を
家の中で把握

未病状態への
対処方法模索（セルフ

メディケーション）

未病検査薬の
創出

未病の
検査機器の創出

未病段階の
変調や予兆に係る

データ／知見が
蓄積される

疾患の
早期発見技術の

高度化

疾患の
早期発見技術の

高度化

セルフメディケーション
ベースの

ライフプランニング

セルフメディケー
ションツールの

流通・促進
身近な場所で

検査・診断提供が
できる

統合的な健康状態の
維持・改善・向上に

関するサービス

おくすり
マッチング情報
データベース

おくすり
コンシェルジュの

発展

個々人と薬の
マッチング精度を

高めるAI

おくすり
コンシェルジュ

サービスの自動化

家で健康診断が
できるように なる

慢性疾患に係る
高度モニタリング

技術が未発達

医療機関以外に自身の
健康状態を相談する先がない

自己ヘルスチェック
（簡易検査）が普及していない

希少疾患に係る
高度モニタリング

技術が未発達

疾患の進行予測に
基づいた早期介入

ができていない

検査・診断の
精度が

向上していない

未病マーカー
データベースの

確立

未病
キーファクターの

探索が活発化

未病の
自動診断技術が

登場（AI）

全てのライフステージ
に対応できる
住環境の実現

検査結果の
自動解析（AI）

検査機器の
小型・効率化
（パワエレ）

無症候性疾患を
見逃さない

精度の高い
簡易検査の普及

診断の自動化

診断薬の
開発コスト減

身体的健康向上を
目的とした

サービス増加

精神的健康向上を
目的とした

サービス増加
データに基づく

個人レベルの健康
増進ルーティン化

慢性疾患
データベース

ができる

希少疾患
データベース

ができる

オンライン
自己治療法選択

サービス

オンライン
自己医薬選択

サービス

慢性疾患治療の
高度化

希少疾患治療の
高度化

病気再発の
早期発見

少ない指標で
多項目の病後

モニタリングの実現

病後モニタリング
の自動化（AI）

病後状態の合併症など
のシミュレーションが

できる

病後の状態を
自己モニタリング

できる

病気の
再発リスクが
低減される

病後の
合併症が

軽症化

再発・合併症
に対する

早期介入が
 できていない

義体の
ニーズ拡大

義体の機能性の
多様化

身体機能を補う
高度な義体の開発

が進んでいない

身体機能を補う
高度な義体の開発

が進んでいない

QOLを
向上できない

社会の高齢化に
伴う要介護・

介助者数の急増

個々人の老化
特性に合わせた
補助義体の開発

身体拡張機能の
充実化

身体障がい者の
概念がなくなる

義体
コーディネート

ビジネス

身体の
センシング技術が

発達していない

イメージング
技術が高度化
されていない

現在の老化を
可視化できない

介護・介助
実施時の心理的

負担が大きい

介護・介助
実施時の身体的

負担が大きい

自分のQOLを
コントロール

できない

個別化医療の
高度化

（投薬）

受診者の
病院通い

習慣化による
病院運営体制の

ひっ迫

個別化医療の
高度化

（治療法）

QOLを
維持できない

治療法・投薬の
有効性が詳細に

分かる

慢性疾患データ
解析に基づく疾患
因果関係の可視化

継続的で精度の
高い自己健康

管理の徹底

検査の個数・
回数が多く時間が

かかっている

検査従事者の
不足

精度の高い
検査技術を提供

できていない

精度の高い
診断技術を提供

できていない

未病の段階で
現れる変調・予兆が
予測できていない

開発効率の
高い診断薬

慢性疾患の
症例解析技術

希少疾患の
症例解析技術

未病検査薬の
創出

老化度を可視化
するシステム

小型
イメージング

量子
イメージング

量子センサー

義体トランス
フォーメーション

老化概念のパラダイムシフト

メディカルデジタルツインの一般化

健康寿命が長い
高齢者が少ない

医療機関
受診機会の低減

医師不足の
解消

要介護・介助の
期間が短縮される

高齢者の
就労機会増加

健康状態
シミュレーション

アプリ

疾患ごとの
最適な治療法や

薬が解明
されている

?

慢性疾患
治療の

早期介入

希少疾患
治療の

早期介入

疾患
モニタリング

高齢者の
自律的な

生活が実現

高齢者の
自律生活サポート

サービスの拡大

セルフメディケーションに
係る保険ビジネスの

発展

セルフメディケーションの
実践ビジネスの

発達

高齢者の
活動範囲拡張

検査の
自動化

検査が
自律化する

無人で
検査できる

高齢者サポート環境の最適化

セルフメディケーション環境の充実

フィジカル
（身体的・肉体的）
データバンクの

構築

介
護
・
介
助
と
労
働
を
両
立
で
き
る

人
々
の
健
康
と
Q
O
L
増
進

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

未
病
が
疾
患
化
／
重
症
化
し
な
い
社
会

誰
も
が
最
適
な
形
で
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る疾患

モニタリングの
自動化

自身の未病状態に
家の中で

アプローチ

病後の
モニタリング指標

の高度化

病後
モニタリング技術が
確立されていない
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インパクト創出につながるアウトカムを予測する
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図表6：17の新興・基盤技術領域に関するロジックモデルの試行例

出所：PwC作成

InputActivityOutputImpact Outcome

思考の方向性

産業界との協創におけるビジネス領域キーワード

テーマ検討時に
設定

金属代替素材の有機合成

生物由来プラスチックなど

世
界
平
和

環
境
負
荷
ゼ
ロ

交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ

環境にやさしい
モビリティ社会

環境負荷の
ない製品選択の

拡大

事故に遭っても
安全な社会

バイオオイル
大量生産

車体の軽量化

車体の成形
容易化

燃料消費量削減

水素燃料
車体の修理
容易化

金属廃棄物が
出ない

金属資源を
利用しない

レアメタルの
輸入削減

金属処理／
リサイクルの
必要がなくなる

車体の大幅な
衝撃緩和の実現

車体生産
プロセスの
最適化

CO2

排出量削減

車の寿命延伸

生産コスト低下

事故時の
衝撃軽減

感電事故死の
減少

乗り物にかける
コストの減少

生産時の
代替有機物
リデュース促進

レアメタルの
価値低下

代替有機物
リサイクル

代替有機物の
完全循環

レアメタルを
めぐる人権侵害
がなくなる

バイオものづくり
コスト低下

メタルフリーの
EVバッテリー

メタルフリーの
乗り物

新たな
モビリティ

マルチ
バイオオイル

オイル生産
システム

バイオモノづくり
ビジネス

バイオものづくり
生産拠点増

金属代替有機物
データベース

金属代替有機物
（Na系）

金属代替有機物
（その他）

金属代替有機物
活用製品
（Na系）

金属代替有機物
活用製品
（その他）

金属代替有機物
活用製品
需要拡大

大規模
デザインドメタル

生産

資源獲得の
低コスト化

資源デザイン
ビジネスの普及

塩の
希少資源化海の再資源化脱資源枯渇

レアメタル
保有国の

優位性が低下

デザインドメタル
生産の必要資源
需要増

全ての
マテリアルが
有機物から生成

貿易戦争の
終結

新規バイオ
プロダクトの
開発

バイオ廃棄物の
再利用促進

バイオ製品の
選択肢拡大

バイオ製品を
中心とした

生活様式に変容

バイオ廃棄物
発生

バイオ廃棄物の
リサイクル

化学肥料の過
剰利用を抑制

CO2循環
社会の実現

土壌や
海洋汚染の解消

バイオ廃棄物を
活用した農業

水産分野の
廃棄物リサイクル食糧安全

自給率の確保

発展途上国での
新ビジネス

資源の
奪い合いがない

社会

廃棄物ゼロの
実現

メタルフリーの
モビリティ社会

分子設計
技術

ターゲット
メタルの
選定

シミュレーション

分子測定

合成実験

生成物の
応用検討

生成物の
製品化

大型培養技術の
構築

最適培養条件の
シミュレーション デジタルツイン

培養条件の
特定

生物デザイン
（菌）

合成系の特定
数理モデル

デジタルツインの
大規模培養
シミュレーション

メタル培養
データベース

メタル生産用
培養プラント

マルチ
培養環境

シミュレーション

グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
頂
点
へ
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インパクト創出につながるアウトカムを予測する
―ディープテックイノベーション機能を強化するための新たなロジックモデルとその使い方― PwC

03

本稿で紹介した新しいロジックモデルは、ディープテックによる未来の社会変容を、創出され得
る複数のビジネスの可能性とともに可視化できるものです。開発のきっかけとなった研究開発法
人のプロジェクト以外にも、産学共創プロジェクトや企業の新規事業検討、政策的研究開発投資
のテーマ検討など、さまざまなシーンへの応用を開始しています。

このロジックモデルを広く活用していただくために、本稿で4枚のロジックモデル（図表2～5）を
示しながら紹介してきた試行プロセスを一般化しました（図表7）。ロジックモデルは、オープンイノ
ベーションの推進に携わるさまざまな立場の人が活用可能なツールです。ロジックモデルの策定
時に「解決したい社会課題とは何か」「社会課題を解決した先に実現し得るImpactとは何か」を
押さえておくことが、モデル構築成功のポイントです。そうすることで、何を目指してロジックモデル
を紡いでいるのかを見失うことなく、より多角的な視点から社会変革や人の行動変容についての
想像を巡らせ、新たな価値創造の可能性に出会うことができるでしょう。

一般化された概念としての 
ロジックモデル

図表7：ありたい姿に向かうロジックモデル

出所：PwC作成
※トランスフォーマティブイノベーション：多様なアクターと連携した社会変革型のイノベーション

思考の方向性

InputActivityOutput

研究開発実施

研究シーズ

研究開発の結果

Impact

社会への影響

Outcome

死の谷・ダーウィンの海 魔の川

協創による社会変革

未来像

ありたい姿

ありたくない姿
新たに発生する
ありたくない姿

新たに発生する
ありたい姿

研究課題
（研究者が
立てる問い）技術革新による

新たな課題の出現

技術革新によって
新たに生まれる

予想しなかった良い変化

技術革新によって
新たに生まれる

予想していた良い変化

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

短
期
的
社
会
課
題

長
期
的
な
社
会
課
題

中
期
的
社
会
課
題

イノベーション
ギャップ

中
期
的
社
会
課
題

社会課題解決
ありたい姿に向かう社会変化

「ありたくない姿」脱却のためInputを再考

研究課題
解決のための
研究テーマ設定

現状維持（課題の放置）
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インパクト創出につながるアウトカムを予測する
―ディープテックイノベーション機能を強化するための新たなロジックモデルとその使い方― PwC

ディープテックオープンイノベーションを成功させる鍵の一つは、テクノロジーがどのような価
値を創造し、それが社会にどのようなインパクトをもたらすのかを可視化することです。しかし技
術熟成度が低く実験段階にあるディープテックの場合、技術の社会実装によって創造される社会
価値をイメージすることは困難です。

技術シーズの保有者とビジネスパートナーが価値創造のイメージを共有し、その価値がもたら
すインパクトに期待を寄せながらオープンイノベーションに積極的に取り組める環境を実現する
ために、私たちはロジックモデルの可能性を追求し、「拡張型ロジックモデル」を完成させました。
このモデルを使うことで、社会課題が予想よりも早く解決される可能性や、新たなビジネスの可能
性とその実現に向けて取り組むべきこと、さらに連携すべき技術やサービスの保有者が見えてき
ます。

PwCは、今後も多様な思考法の導入や経営戦略との紐づけ、ビジネス戦略の立案を支援して
いきます。
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本調査レポートで取り上げているロジックモデルは、国立研究開発法人理化学研究所の2025
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おわりに
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